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れるボタンを 1回押すと，2つの図形刺激（S FR1+ S FR1
－）が呈示された．また高コスト条件ではボタンを 20
 －133－ 














































































月 24日から 7月 1日にかけて個体追跡法を用いて調査
を行った．オトナメスのうち，高・中・低順位のそれぞ
れの順位個体が含まれるように 5頭を調査対象個体と
した．遊動ルート，各採食樹での採食開始時刻，終了時
刻，採食品目を記録した．観察者に取り付けて記録した
GPSデータをサルの遊動ルートとした．調査期間中にサ
ルによる葉食が見られた樹木種は 13種であった．この
うちの 6種で繰返し利用が見られた．同一樹木個体に対
する最多繰返し利用回数はヒメユズリハの 4回であっ
た．ヒメユズリハについてサルが採食樹として 1回のみ
利用した樹木個体と 4回利用した樹木個体との間で，サ
ルの移動距離，移動速度，採食時間を比較すると 4回利
